BUFFALO 35010994 ver.03 |3-011 C10-016 ※本書では、 TeraStation WS を TeraStation と表記していまず。 

八ードディスク交換手順 


TeraStation 内蔵の八ードデイスクが K 障ずると 


TeraS ね tion 内蔵の八ードディスクが故障ずると、 ERROR ランプが赤色に点灯しまず。 

TeraStation の前面カバーをあけて、ステータスランプが赤色に点灯している八ードディスクが故障していま 
ず。 TeraStation の電源が ON の状態でも、 Windows Storage Server 上の RAID Builder で故障した八ード 
ディスクの取り外し処理（八ードディスクの電源を OFF) をしてから八ードディスクを取り外して、新しい八一 
ドディスク网応交換八ードディスク： 薛社製 OP-HD シリーズ) に交換ずることができまず。 

《RAID B 山 Ider で巧り外し処理をしていない八ードディスクは、 TeraStation の電源が ON のが態で絶巧に巧 
り外まないでくだまい。巧り外した場合、データの消失および TeraStation が故障ずる恐れがありまず。 

《TeraS ね tion 本体の電源が OFF の状態のときは、八ードディスクの電源も OFF になっていまず(交換できまず)。 
※本体の電源が ON の状態で八ードディスクを抜き差しずることを「ホットスワップ J と呼んでいまず。 



ERROR ランプ 


ステータス 
ランプ•〜4 


前面カバーをあけた図 


八ードディスクの交換手 I 頃例 


mm • TeraS ね tion は精密な機器でず。落としたり衝撃を与えないよう慎重に作業を行なってください。 

•TeraS ね tion は約 8kg の重量がありまず。落としてけがずることがないよう慎重に作業を行なってください。 

•TeraS ね tion 内部の金属部分で手をけがしないよう慎重に作業を行なってください。 

-八ードディスクを交換ずる場合は、本書で指示されていない部分は絶対に分解しないでください。 TeraStation の分解によって生じた故障や破損は、弊社の保証対象外となり 
まずので、あらかじめご了承ください。 

-静電気による破損を防ぐため、身近な金属（ドアノブやアルミサッシなど)に手を触れて、身体の静電気を取り除いてください。 

-八ードディスクの交換には、別売の弊社製八ードディスク OP-HD シリーズ胁障した八ードディスクと同容量)に交換ください。 

-ずでに他の TeraStation/LinkStation やコンピューター等で使用したことがある八ードディスクと交換しないでください。交換した場合、本製品のデータを破損-消失ずる 
恐れがありまず。本製品対応の交換用八ードディスクは 「OP-HD シリーズ J でず。 

-八ードディスクの順番を入れ替えないでください。順番を変更した場合、本製品のデータを破損-消失ずる恐れがありまず。 

例）4台中1番上にある八ードディスクを抜き出し、2番目にある八ードディスクと差し替えるなど。 

-起動ドライブに:)は1番上にある八ードディスクと2番目にある八ードディスクで RAID1 に構成されていまず。これらを一度に交換しないでください。 

-ファイルの保存中に八ードディスクを交換ずるとファイルが破損ずる恐れがありまず。必ず作業中のファイルは保存を完了してから作業してください。 


手順 1 〜 7 は TeraStation の電源が ON のまま八ードディスクを交換ずるた 
めの手順でず。 TeraStation の電源を OFF にしている場合は、本紙うら面 
手順8から行ってください。 


, NAS Navigator2 を起動しまず。 

《 Windows では、デスクトツプの [BUFFALO NAS Navigator ^ アイコンをダブル 
クリツクします。 

《Mac OS では、 Dock 内の [NAS Navigator 2] アイコンをクリックします。 
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Xパソコンの画面^ 


NAS Navigator2 のメイン画面に 
表示されている TeraStation のア 
イコンを右クリックし、表示された 
メニューから[リモートデスクトッ 
プを開く]をクリックしまず。 

《 MacOS の場合は、コントロールキーを 
押しながら TeraStation のアイ〕ンをク 
リックし、[リモートデスクトップを開 
く]をクリックします。 



ユーザー おぶ： [Administrator 
バスワードを)： ド****** *1 


r ,班.を 
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表示された画面に、ユーザー名•パス 
ワードを入力し、 [OK] をクリックし 
まず。 

※出荷時設定では、次のようになっていま 
す。 

ユーザー名 ： Administrator 
パスワード： password 



[BUFFALO ツール]をダブルクリック 
しまず。 
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[RAID Builder] をクリックしまず。 
[RAID Builder] が起動しまず。 
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※画面はドライブ3を取り外す例です。 


[八ードディスクを取り外ず]^取り外ず 
八ードディスク(故障した八ードディス 
ク)を選択し、 [OK] をクリックしまず。 

※故障している八ードディスク番号のステータス 
ランプはホく点灯しています。 



リモートデスクトツプの画面内で Windows Storage Server が起動し、 
[Windows Storage Server Management] が表示されまず。 

《Windows Storage Server 上で [ スタート ]-[ すべてのプログラム ]-[ 管理ツールト 
[Windows Storage Server management ] をクリツクしても表示されます。 


「八ードディスクを取り外しました J と表示されたら [OK] をクリックしまず。 

※取り外し処理を完了すると、ステータスランプがホい点滅からホい点灯になります。 


>>ラら面に続く 
































































































八ードディスクの交換手 I 噴例 




別売のカートリツジ付八ードデイスク 
OP - HD シリーズを手順3で取り外し 
たトレーに差し込みまず。 


つまみを開いた状態で 
差し込みまず。 



カチンと音がずるまでつまみを押さえまず。 



前面カバーを閉じ、付属の鍵で固定しまず。 

《 TeraS ね tion の電源力 《 OFF の状態で八ードデイスクを交換した場合肤 TeraS ね tion の 
電源スイッチを押して電源を ON にしてください。 
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交換した八ードディスクを右ク 
リックし、表示されたメニューから 
[ディスクの初期化]を選択しまず。 

が降は画面の指示にしたがって操 
作してください。 

《 Windows Storage Server の[デイスクの 管 
理]画面では、ドライカが [ディスク 0] と表 
/示されています(同様にドライブ 2 一 [ディス 
ク1]、 ドライブ 3一[ディスク2]、 ドライブ 4 
一[ディスク 3] となります)。 



初期化した八ードディスクを右ク 
リックし、表示されたメニューから 
[ダイナミックディスクに変換]を選 
択しまず。 

※ダイナミックディスクに変換しなし、場合、 
RAID を構成することはできません。 

※システム領域に：ドライブ)を変換する場合、 
TeraStation の再起動が必要となります。 

が降は画面の指示にしたがって操作 
してください。 


新しいボリュームを作成ずるときは 

ダイナミックディスクに変換した八ードディスクを右クリックし、表示され 
たメニューから[新しいボリューム]を選択しまず。 

が降は画面の指示にしたがって操作してください。 

RAID ボリュームの修復 (RAID 再同期)を行うときは 

- J 冗長の失敗 J と表示されているボリュームを右クリックし、表示されたメ 
ニューから[ボリュームの修復]をクリックしまず。 

-•じ欠の一覧からディスクを選択してください J と表示されたら、修復ずる 
ディスクを選択し、 [0 K ] をクリックしまず。 

《RAID の再同期を行うボリュームの数だけ手順 1 〜 2 を行う必要がありまず。 

-•「不足 J と表示されたボリュームを右クリックし、表示されたメニューから 
[ディスクの削除]をクリツクしまず。 


が上で八ードデイスクの交換は完了でず。 


カートリッジごと八ードディスクを 
手前に引き出し、取り外しまず。 





[ディスクの管理]をクリックしまず。 


>>おもて面からの続き 



. ステータス ランプが赤色に点丹して 
いる八ードデイスクカートリツジの 
つまみを左方向に押しながら手前へ 
引きまず。 

※写真はドライブ3を取り外す例です。 






14おもて面の-〜•の手順で 「RAID Builderj を起動しまず。 
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[取り付けた八ードディスクを認識 
ずる]->取り付けた八ードディスク 
を選択し、 [0 K ] をクリックしまず。 

※すでに認 J 哉されている八ードディスクはグ 
レー色に表示されています。 


「八ードディスクを認識しました。 J と表示されたら [0 K ] をクリックしまず。 


gjj コマンドブ □ ンブ I 

い ェゥスブ□-ラ 


エウス: 

^ ] シト□-ルバネル 

音巧ツール V . A ■， 


^音巧ツール 
プリシ々と FAX 


ネ》トワ-クドライプの切げの..^ 


リモートデスクトツプの画面内、 
Windows Storage Server の[マイ 
コンピュータ]を右クリックし、表示 






ステータスランプが赤色に点丹して 
いない八ードデイスクは電源が ON 
になっていまず。抜かないでくだま 
い。データの消失 、 TeraStation 
が故障ずるおそれがありまず。 




Administrator 















































































































